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【
書
評
】 

 
 

吉
田
忠
監
修
・
著
、
田
尻
祐
一
郎
・
佐
藤
晃
洋
著
『
帆
足
万
里
』 

劉 
 

宇
昊 

 

 

近
世
と
近
代
を
別
々
に
見
れ
ば
、
時
代
に
よ
っ
て
学
問
や
思
想
が

大
き
く
異
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
近
世
と
近
代
を
全

体
に
見
れ
ば
、
近
世
中
・
後
期
に
は
学
問
の
形
而
下
の
価
値
を
追
求

す
る
実
務
学
者
が
現
れ
た
。
彼
ら
が
東
西
の
学
問
の
長
所
を
取
る
こ

と
を
断
固
と
し
て
主
張
す
る
の
は
、
近
代
学
問
と
り
わ
け
西
洋
科
学

の

日

本

ひ

い

て

は

東

ア

ジ

ア

地

域

に

お

け

る

定

着

の

た

め

の

先

行

条
件
を
提
供
し
た
。
帆
足
万
里
は
そ
の
中
で
の
一
人
で
あ
る
。 

 

研
究
者
に
と
っ
て
、
帆

足
万
里
の
名
は
珍

し
い

も
の
で
は
な
く
、

関
連
す
る
研
究
の
数
も
少
な
い
と
は
言
え
な
い
（
関
連
研
究
は
本
書

末
尾
の
文
献
リ
ス
ト
を
参

照
）
。
本
書
で
は

、
先
行

研
究
と
万
里
に

関
す
る
様
々
な
史
料
に
基

づ
い
て
、
万
里
の

生
涯

を
本
筋
と
し
て
、

万
里
の
事
跡
、
学
問
、
主
張
を
全
面
的
に
紹
介
し
て
い
る
。
本
書
は

歴
史
上
の
人
物
紹
介
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
初
心
者

に
対
し
て
非
常
に
友
好
的
で
、
し
か
も
か
な
り
の
思
想
的
深
さ
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、
研
究
者
に
と
っ
て
も
重
要
な
史
料
価
値
と
参
考
意

義
が
あ
る
。
本
書
は
帆
足
万
里
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
真
っ
先

に
読
む
べ
き
必
読
書
と
な
る
と
言
え
る
。 

 

本
書
は
全
部
で
十
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
帆
足
万
里

の
生
涯
を
論
じ
る
第
一
章

、
第
二
章
第
一
節

、
第

三
章
、
第
五
章
、

第
八
章
、
第
十
章
（
第
二
節
（
２
）
を
除
く
）
は
佐
藤
晃
洋
氏
が
執

筆
し
た
。
万
里
の
儒
学
や
経
世
論
な
ど
の
思
想
内
容
を
論
じ
る
第
二

章
第
三
節
、
第
六
章
、
第
七
章
は
田
尻
祐
一
郎
氏
が
執
筆
し
た
。
万

里
の
医
学
・
蘭
学
研
究
を
論
述
す
る
第
二
章
第
二
節
、
第
四
章
、
第

九
章
、
第
十
章
第
二
節
（
２
）
は
吉
田
忠
氏
が
執
筆
し
た
。
本
書
は

吉
田
忠
氏
が
監
修
し
た
。 

 

第
一
章
で
は
、
万
里
が
生
ま
れ
た
日
出
藩
（
現
・
大

分
県
日
出
町
）

の
歴
史
、
地
理
、
人
文
、
政
治
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
万
里
の

家
系
、
師
承
（
脇
愚
山
の
親
伝
弟
子
、
三
浦
梅
園
の
孫
弟
子
、
中
井

竹
山
・
皆
川
淇
園
・
亀
井
南
冥
ら
と
交
流
）
な
ど
の
社
会
情
報
を
確

認
し
た
。
こ
の
章
は
、
万
里
を
め
ぐ
る
生
活
背
景
と
人
文
社
会
背
景

か
ら
始
ま
り
、
万
里
を
よ
り
広
い
思
想
背
景
に
お
い
て
考
察
す
る
と

い
う
考
え
方
の
明
確
な
提
示
を
し
て
い
る
。 

 

第
二
章
で
は
、
教
育
者

と
し
て
の
万
里
の

像
が

描
か
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
万
里
の
儒
教
教
育
方
針
（
四
書
五
経
を
主
と
し
、
他
の
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典
籍
も
兼
ね
て
学
習
す
る
）
と
医
学
教
育
方
針
（
漢
蘭
兼
学
）
を
明

ら
か
に
し
て
、
万
里
が
行

っ
た
教
化
実
績
（
『
日
出

孝
子
伝
』
の
編

纂
・
孝
子
顕
彰
運
動
）
、
主
要
弟
子
の
状
況

な
ど
を

紹
介
し
た
。
経

世
論
（
『
肄
業
余
稿
』
か
ら
『
東
潜
夫
論
』
ま
で
）
で
は
、
本
章
は
、

万
里
の
学
問
と
江
戸
時
代
の
学
問
と
の
つ
な
が
り
の
角
度
か
ら
、
万

里
が
主
張
す
る
朝
幕
関
係
、
学
問
的
態
度
、
学
派
的
見
方
な
ど
を
紹

介
し
た
。
本
章
は
、
万
里
の
生
涯
に
お
け
る
最
も
重
要
な
教
育
イ
メ

ー
ジ
に
つ
い
て
基
調
的
に
説
明
す
る
。 

 

第
三
章
で
は
、
政
治
参
加
者
と
し
て
の
万
里
の
像
が
描
か
れ
て
い

る
。
本
章
で
は
、
万
里
が
日
出
藩
家
老
に
就
任
し
た
後
、
人
材
登
用
、

支
出
削
減
、
綱
紀
粛
正
、
賞
罰
の
励
行
な
ど
一
連
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
藩
政
改
革
を
行
っ
た

こ
と
を
述
べ
る
。

し
か

し
藩
内
の
不
和
、

改
革
の
厳
し
さ
、
万
里
の
老
衰
な
ど
の
理
由
で
、
万
里
は
最
終
的
に

家
老
を
辞
し
、
教
育
分
野
に
復
帰
し
た
。
本
章
は
、
万
里
の
教
育
イ

メ

ー

ジ

以

外

に

万

里

の

人

生

に

大

き

な

影

響

を

与

え

る

政

治

イ

メ

ー
ジ
に
つ
い
て
基
調
的
に
説
明
す
る
。 

 

第
四
章
で
は
、
『
窮

理
通
』
の
成
書
の
経

緯
を
述

べ
、
本
書
の
内

容
と
章
節
区
分
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
万
里
の
『
窮
理
通
』
は
三
段

階
（
初
稿→

『
窮
理
小
言
』→

オ
ラ
ン
ダ
語
学
習
）
の
下
準
備
を
経

て
最
終
的
に
形
成
さ
れ
た

。
本
章
で
は
、
『

窮
理
通

』
が
論
じ
た
天

地
形
態
、
力
、
電
磁
原
理
、
光
学
知
識
、
大
気
成
分
、
気
象
な
ど
の

内
容
を
詳
細
に
紹
介
し
、
高
い
評
価
を
与
え
た
。
本
章
は
万
里
の
生

涯

が

注

目

し

て

い

る

重

点

分

野

の

蘭

学

研

究

及

び

成

果

に

つ

い

て

詳
し
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

第
五
章
で
は
、
万
里
が
家
老
を
辞
し
た
後
の
生
活
に
つ
い
て
述
べ

る
。
万
里
辞
任
後
の
西
崦
精
舎
の
移
住
、『
井
楼
纂
聞
』『
巌
屋
完
節

志
』
と
い
う
伝
記
書
の
出
版
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
章
は
万
里

の

生

涯

に

お

け

る

政

治

生

活

と

晩

年

の

学

術

発

展

と

の

間

の

過

渡

的
な
位
置
に
あ
る
。 

 

第
六
章
で
は
、
万
里
の
儒
学
と
和
学
の
成
果
と
基
本
的
な
主
張
を

紹
介
し
た
。
儒
学
の
分
野
で
は
、
万
里
の
『
四
書
標
注
』
は
朱
熹
と

は
異
な
る
理
解
を
示
し
て
お
り
、
か
え
っ
て
多
く
の
学
派
の
長
所
を

集
め
て
、
中
井
履
軒
、
大
田
錦
城
な
ど
の
考
証
学
の
観
点
に
参
照
を

し
て
い
る
。
和
学
の
分
野
で
は
、
万
里
の
『
帆
足
先
生
神
代
説
』
は

歴
史
主
義
の
視
点
か
ら
上
古
世
界
を
解
釈
し
、
神
秘
主
義
に
反
対
す

る
姿
を
示
し
て
い
る
。
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
万
里
の
学
問

の

注

目

点

は

完

全

に

実

務

的

な

現

実

世

界

に

あ

る

と

い

う

こ

と

で

あ
る
。 

 

第
七
章
で
は
、
万
里
の
経
世
論
『
東
潜
夫
論
』
の
主
な
内
容
を
紹

介
す
る
。
『
東
潜
夫
論

』
で
は
、
万
里
は
既

存
の
朝

幕
体
制
を
支
持

し
、
朝
廷
が
「
文
事
」
（
「
文
事
」
に
対
す
る
「
武
事
」
の
機
能
は
幕

府
が
担
う
）
の
機
能
を
担
っ
て
学
校
を
興
す
こ
と
、
蝦
夷
開
発
、
田

土
売
買
の
許
可
な
ど
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ヘ
ン
戦
争
の
衝

撃
に
基
づ
い
て
、
時
局
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
ロ
シ
ア
・
英
国
な
ど
へ
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の
様
々
な
認
識
を
述
べ
た
。
本
章
は
、
万
里
経
世
論
の
主
張
を
紹
介

し
た
上
で
、
万
里
の
学
問
は
江
戸
儒
学
思
想
史
に
お
け
る
位
置
を
論

述
し
、
万
里
の
学
問
は
公
共
秩
序
を
守
る
人
倫
の
学
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、

万
里
の
学
問
は
徂

徠
学

と
は
異
な
る
が
、

中
井
竹
山
な
ど
の
懐
徳
堂
儒
者
と
共
感
（
万
里
の
師
脇
愚
山
は
懐
徳

堂
に
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
）
の
特
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
本
章
の
内
容
は
、
万
里
の
学
問
に
お
け
る
儒
学
の
主
体
的

地
位
を
明
確
に
す
る
た
め
の
明
ら
か
な
役
割
を
果
た
す
。 

 

第
八
章
で
は
、
弘
化
四

年
（
一
八
四
七
年

）
、
七

十
歳
の
万
里
が

突
然
妻
と
弟
子
数
人
を
連
れ
て
京
都
を
訪
れ
た
経
緯
を
述
べ
る
。
本

章
で
は
、
万
里
の
上
京
後

の
生
活
（
採
薪
亭

在
住
）
、
上
京
の
原
因

（
藩
政
へ
の
不
満
の
一
方
で
、
朝
廷
を
説
得
し
て
学
校
を
建
設
し
よ

う
と
し
た
）
、
在
京
中

の
交
際
（
本
草
学
者

山
本
亡

羊
と
の
交
流
）

な
ど
を
記
す
。
万
里
は
京
都
に
一
年
し
か
住
ん
で
い
な
い
が
、
京
都

を
往
復
し
た
疲
れ
で
老
い
た
体
が
元
に
戻
り
に
く
く
な
り
、
万
里
の

逝
去
の
遠
因
と
な
っ
た
。 

 

第
九
章
で
は
、
万
里
の
医
学
思
想
を
紹
介
す
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
万
里
の
医
学
方
針
は
「
漢
蘭
兼
学
」
で
あ
る
た
め
、
万
里
は
漢

方
医
学
に
精
通
し
て
い
る
（
『
傷
寒
論
新
注
』
）
と
同
時
に
、
蘭
医
の

最
新
成
果
（
例
え
ば
、
牛
痘
接
種
な
ど
）
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
本

章
は
万
里
の
医
学
成
果
を
紹
介
し
た
上
で
、
万
里
の
医
学
観
念
に
触

れ
、
万
里
の
よ
り
深
い
レ
ベ
ル
の
思
想
認
識
の
紹
介
で
あ
る
。 

 

第
十
章
で
は
、
万
里
の
生
涯
の
最
後
の
段
階
（
養
子
吉
田
民
次
郎

の
養
子
縁
組
、
新
た
に
入
門
し
た
門
人
な
ど
）
や
逝
去
後
の
顕
彰
活

動
な
ど
を
紹
介
す
る
。
本
章
は
万
里
の
七
十
四
年
余
り
の
人
生
の
最

後
の
ま
と
め
で
あ
る
。 

 

以
上
が
本
書
の
大
ま
か
な
内
容
の
ま
と
め
で
あ
る
。
本
書
を
読
ん

で
感
じ
た
の
は
、
本
書
の
書
き
方
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
引
用
さ

れ
て
い
る
史
料
が
詳
し
い
点
で
あ
る
。
著
者
ら
が
長
い
間
こ
の
分
野

に
没
頭
し
て
江
戸
時
代
の
古
典
文
献
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ

の
よ
う
な
奥
深
い
が
わ
か
り
や
す
い
著
作
は
あ
り
得
な
い
。
評
者
の

観
察
に
よ
る
と
、
本
書
は
以
前
の
帆
足
万
里
の
研
究
書
や
伝
記
書
に

比
べ
て
、
次
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
独
自
な
特
色
が
あ
る
。 

 

第
一
に
、
本
書
は
三
人
の
共
著
で
あ
る
が
、
本
書
が
渾
然
一
体
で

あ
り
、
本
筋
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
著
者
ら
の
考
え
方
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
述
の
内
容
が
孤
立
し
、

連
絡
が
不
足
し
て
い
る
問
題
は
全
く
存
在
し
な
い
。
本
書
は
万
里
の

生
涯
を
手
が
か
り
に
し
て
、
万
里
の
異
な
る
分
野
で
の
学
術
へ
の
主

張
を
間
に
挟
み
込
む
こ
と
で
、
読
者
に
突
飛
な
感
じ
を
与
え
る
こ
と

が
な
い
だ
け
で
な
く
、
著
者
の
章
の
設
置
の
合
理
性
に
賛
同
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

万
里
の
晩
年
に
著

さ
れ

た
『
医
学
啓
蒙
』

は
、
万
里
の
中
年
期
か
ら
訳
さ
れ
た
西
洋
医
学
書
よ
り
も
万
里
の
個

人
の
医
学
思
想
を
体
現
し
て
い
る
た
め
、
万
里
の
医
学
論
は
第
九
章

に
置
か
れ
て
論
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
処
理
は
、
中
間
部
分
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で
思
想
内
容
を
集
中
的
に
論
説
し
、
万
里
の
一
生
を
手
が
か
り
と
す

る
本
書
の
本
筋
を
薄
め
る
こ
と
を
回
避
し
、
万
里
の
思
想
の
生
成
期

間
に
も
合
致
す
る
。
本
書
は
全
体
性
を
重
視
し
た
上
で
、
三
人
の
著

者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
叙
事
ス
タ
イ
ル
を
残
し
て
い
る
。
佐
藤
晃
洋
氏
は

時
々
、
万
里
の
漢
詩
や
同
時
代
の
漢
詩
を
引
用
し
て
当
時
の
雰
囲
気

や
心
境
を
か
き
立
て
、
文
章
の
可
読
性
を
高
め
る
の
に
良
い
効
果
を

持
っ
て
い
る
。
田
尻
祐
一
郎
氏
は
万
里
の
学
説
と
他
の
学
派
学
問
と

の
対
照
を
重
視
し
、
読
者
に
万
里
の
思
想
が
江
戸
時
代
に
置
か
れ
た

位
置
を
よ
り
明
確
に
さ
せ
た
。
吉
田
忠
氏
は
万
里
の
学
問
、
特
に
蘭

学
学
問
の
源
流
に
対
す
る

考
証
を
重
視
し
、

そ
の

考
証
の
精
緻
さ
、

引
用
の
広
さ
は
そ
の
深
い
学
術
的
能
力
を
示
し
て
い
る
。
三
人
の
著

者
の
文
風
は
互
い
に
協
力
し
合
い
、
補
い
合
い
、
共
に
力
作
を
作
っ

た
と
言
え
る
。 

 

第
二
に
、
本
書
は
帆
足
万
里
の
生
涯
と
思
想
の
紹
介
書
で
あ
る
が
、

本
書
の
内
容
は
帆
足
万
里
一
人
に
限
ら
ず
、
日
出
藩
を
時
代
か
ら
独

立
し
た
学
問
の
孤
島
と
し
て
描
く
の
で
も
な
く
、
万
里
と
同
時
代
の

学
者
・
学
問
と
の
関
連
を
重
視
し
、
も
っ
と
広
い
視
点
で
万
里
の
思

想
を
観
察
す
る
。
横
方
向
で
は
、
本
書
は
万
里
の
思
想
と
同
時
代
の

そ
れ
と
直
結
し
て
い
る
脇
愚
山
・
広
瀬
淡
窓
・
中
井
竹
山
ら
、
さ
ら

に
は
直
接
連
絡
が
な
く
て
も
影
響
が
大
き
い
伊
藤
仁
斎
・
荻
生
徂
徠

ら
の
学
説
を
関
連
し
て
論
説
し
、
以
上
の
学
者
・
学
派
の
主
張
と
万

里
の
思
想
と
の
共
通
点
と
差
異
点
を
指
摘
し
、
多
様
な
角
度
か
ら
よ

り
は
っ
き
り
し
た
万
里
の
思
想
像
を
形
作
っ
た
。
縦
方
向
で
は
、
本

書

は

万

里

の

思

想

に

お

け

る

二

つ

の

主

要

な

内

容

と

し

て

の

儒

学

と

蘭

学

に

影

響

を

与

え

た

朱

子

学

の

世

界

観

と

蘭

学

科

学

書

を

確

認
す
る
。
さ
ら
に
、
万
里
本
人
も
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い
な
い
か

も

し

れ

な

い

江

戸

時

代

の

伝

統

的

な

学

問

の

世

界

観

か

ら

近

代

的

な
性
格
を
持
つ
西
洋
科
学
の
考
え
方
へ
の
変
遷
を
深
く
示
し
た
。 

 

第
三
に
、
本
書
は
万
里
の
人
生
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
叙
事
の
順
序

と
し
、
万
里
の
生
涯
を
視
点
と
し
て
、
多
く
の
生
き
生
き
と
し
た
万

里
の
生
活
の
場
面
を
描
き
、
読
者
に
親
し
み
や
す
く
臨
場
感
を
与
え

た
。
本
書
は
万
里
の
評
伝
で
あ
る
が
、「
評
」
で
は
な
く
「
伝
」
を
重

視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
著
者
は
百
年
後
の
現
代
の
学
者
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
万
里
の
人
物
像
と
学
術
思
想
を
遡
及
的
に
評
価
す
る
の

で
は
な
く
、
万
里
の
経
歴
を
繊
細
に
再
現
し
、
万
里
の
交
際
、
生
活
、

読
書
な
ど
の
現
実
的
な
場
面
を
深
く
描
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
読
者

は
そ
の
場
に
臨
み
、
ま
る
で
万
里
の
そ
ば
に
立
っ
て
も
う
一
度
万
里

の
生
活
を
経
験
し
た
か
の
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
万
里

の
生
涯
と
い
う
本
筋
に
基
づ
く
た
め
に
、
本
書
は
万
里
の
思
想
内
容

を
解
読
す
る
際
に
、
あ
る
視
点
や
モ
デ
ル
で
要
約
し
よ
う
と
し
な
か

っ
た
。
特
に
万
里
の
造
詣
が
最
も
深
い
西
洋
科
学
は
、
絶
え
ず
「
近

代
化
」
し
て
い
る
学
科
で
あ
り
、
そ
れ
を
観
察
す
る
「
近
代
化
」
の

視
点
は
あ
る
程
度
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
書
は
、
万
里
が
到

達
し
た
こ
と
が
な
い
「
近
代
」
の
視
点
で
万
里
の
科
学
的
成
果
を
評
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価
す
る
の
で
は
な
く
、
万
里
の
時
代
に
立
っ
て
体
験
し
た
蘭
学
を
さ

か
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
万
里
の
生
涯
と
い
う
本
の
本
筋
を
し

っ
か
り
と
果
た
す
意
義
が
あ
る
。
本
書
の
記
述
は
質
朴
か
つ
、
精
密

で
あ
り
、
叙
述
ス
タ
イ
ル
が
緩
や
か
で
あ
る
と
同
時
に
、
著
者
の
非

常
に
深
い
考
え
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

本
書
全
体
を
見
渡
せ
れ
ば
、
著
者
た
ち
が
意
図
し
た
論
述
の
重
点

は
、
万
里
が
儒
学
、
経
世
論
、
蘭
学
な
ど
の
各
分
野
で
得
た
膨
大
な

成
果
で
あ
る
。
万
里
が
読
ん
だ
文
章
や
著
書
か
ら
見
る
と
、
万
里
の

こ
れ
ら
の
分
野
に
対
す
る
関
心
の
広
さ
、
総
括
の
詳
細
さ
は
同
時
代

に
は
ほ
と
ん
ど
右
に
出
る
者
が
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
全

体
で
も
追
い
越
す
者
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
万
里
の
各
分
野

に
お
け
る
基
本
的
な
主
張
、
主
張
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
思
考
パ
タ
ー

ン
、
ひ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
思
考
パ
タ
ー
ン
を
形
成
し
た
歴
史
的
根

源
を
詳
細
に
考
察
し
た
。
本
書
は
大
分
県
先
哲
叢
書
の
一
部
と
し
て

地
域
文
化
の
顕
彰
の
価
値
を
持
ち
、
そ
し
て
読
者
に
時
代
と
は
異
な

る
生
き
生
き
と
し
た
江
戸
後
期
の
思
想
者
像
を
示
し
た
。 

 

読
者
に
と
っ
て
、
本
書
を
読
解
し
た
上
で
の
難
点
は
、
万
里
が
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
広
い
多
く
の
分
野
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
多

く
の
科
学
的
成
果
を
上
げ
る
こ
と
を
支
え
て
い
る
、
よ
り
深
い
思
想

の
根
源
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
に
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

問
題
は
伝
記
書
と
し
て
の

本
書
の
議
論
の
範

疇
を

超
え
て
い
る
が
、

評
者
個
人
の
関
心
と
し
て

、
こ
こ
で
簡
単
に

検
討

し
た
い
。
儒
学
、

和
学
と
蘭
学
の
間
の
巨
大
な
溝
と
谷
は
と
も
か
く
、
万
里
が
書
い
た

蘭
学
著
作
『
窮
理
通
』
内
部
の
章
節
の
間
で
も
、
今
日
の
細
分
化
さ

れ
た
学
科
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
電
磁
気
学
、
力
学
、
光
学
な

ど
明
ら
か
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
江
戸
後
期
に
は
蘭
学
が
盛
ん
に

な
っ
た
が
、
当
時
の
一
般
人
が
生
涯
の
う
ち
に
一
か
二
科
目
に
精
通

す
る
こ
と
は
す
で
に
容
易
で
は
な
い
。
万
里
は
四
十
代
に
な
っ
て
オ

ラ
ン
ダ
語
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
状
況
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
六
、

十

七

世

紀

の

最

新

の

研

究

成

果

を

詳

細

に

ま

と

め

る

こ

と

が

で

き

た
た
め
、
そ
の
原
因
は
確

か
に
深
く
考
え
る

価
値

が
あ
る
。
『
窮
理

通
』
の
冒
頭
で
、
万
里
は
「
夫
人
之
始
生
、
与
鹿
豕
群
、
猿
𤜴

之
与

居
、
然
以
其
有
神
明
之
智
、
有
先
覚
者
出
、
立
厚
生
利
用
之
道
、
設

孝
悌
彜
倫
之
教
、
郁
郁
乎
其
盛
矣
」（
『
窮
理
通
』
自
序
）
と
書
い
た
。

い
わ
ゆ
る
「
孝
悌
彜
倫
之
教
」
は
儒
教
の
倫
理
教
化
を
指
す
。
万
里

が
重
視
す
る
「
厚
生
利
用
」
は
『
尚
書
』
に
由
来
す
る
が
、
西
洋
科

学
が
近
世
に
お
い
て
初
歩
的
に
展
開
さ
れ
た
後
、
伝
統
的
な
学
問
よ

り
も
「
厚
生
利
用
」
の
特
質
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
当
今
之
務
、
宜
明
小
物
而
登
之
用
、
是
窮
理
之
学

所
以
興
也
」（
『
窮
理
通
』
自
序
）
。
こ
こ
で
万
里
で
い
う
「
小
物
」
と

は
、
倫
理
と
い
う
「
大
物
」
と
対
向
す
る
自
然
な
も
の
を
指
す
。
さ

て
、
こ
れ
は
万
里
が
儒
学
を
学
問
主
体
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
万
里
が
儒
学
自
身
の
主
張
を
利
用
し
て
学
問
の
内
容
を
広
げ
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 



自然と実学   第 8 号・2023 年 12 月 

 

 

 

100 

 
万
里
は
儒
学
を
学
問
の
主
体
と
見
な
し
、
そ
の
『
窮
理
通
』
の
書

名
に
お
け
る
「
窮
理
」
も
そ
の
学
問
と
儒
学
の
根
源
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
東
洋
の
「
窮
理
」
は
西
洋
の
「
窮
理
」
で
は
な

い
。
近
代
啓
蒙
思
想
家
で
あ
る
福
沢
諭
吉
は
、「
彼
れ
（
漢
学
）
は
多

言
に
し
て
実
証
に
乏
し
く
、
こ
れ
（
洋
学
）
は
有
形
の
数
を
示
し
て

空
を
云
う
こ
と
は
少
な
い
」（
『
福
翁
百
話
』
三
十
四
）
と
率
直
に
言

っ
た
。
福
沢
諭
吉
が
漢
学
が
陰
陽
五
行
な
ど
の
「
空
理
」
の
上
に
築

か
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
は
お
お
む
ね
間
違
い
な
い
と
言
え
る
。
し

か
し
、
面
白
い
こ
と
に
、
江
戸
時
代
の
一
部
の
儒
者
が
儒
学
の
名
を

冠
し
て
い
る
が
、
考
え
の
内
実
は
す
で
に
ひ
っ
そ
り
と
変
化
し
て
い

た
。
山
海
な
ど
の
地
形
形
成
を
論
述
す
る
際
、
万
里
は
「
西
人
之
学
、

実
測
雖
精
、
窮
理
未
至
」
（
『
窮
理
通
』
巻
之
三
）
と
述
べ
た
。
こ
こ

で
万
里
が
言
っ
た
「
窮
理
」
は
明
ら
か
に
儒
学
の
「
空
理
」
で
は
な

く
、
山
海
が
な
ぜ
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
「
実
理
」
で
あ
る
。『
窮

理
通
』
が
引
用
し
た
一
部
の
蘭
学
書
籍
は
十
六
世
紀
に
本
に
な
っ
て

お
り
、
最
新
の
科
学
成
果
で
は
な
く
な
っ
た
。
万
里
の
欧
州
の
学
説

に
対
す
る
「
窮
理
」
を
重
ん
じ
な
い
と
い
う
批
判
は
、
万
里
が
漢
学

の
立
場
か
ら
洋
学
へ
の
批
判
で
は
な
く
、
先
端
の
地
質
学
の
立
場
に

立
っ
て
後
れ
た
地
質
学
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
万

里
の
儒
教
に
お
け
る
「
窮
理
」
と
い
う
言
葉
へ
の
踏
襲
は
、
こ
の
よ

う

な

立

場

の

転

換

が

実

際

に

は

万

里

本

人

で

も

よ

く

知

ら

な

い

か

も
し
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、
万
里
の
こ
の
よ
う
な
思

考
パ
タ
ー
ン
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

よ

う

な

思

考

パ

タ

ー

ン

は

儒

学

と

洋

学

の

研

究

に

ど

の

よ

う

な

具

体
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
今
後

の
帆
足
万
里
の
思
想
研
究
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。 

 

最
後
に
、
や
は
り
本
書
評
価
の
テ
ー
マ
に
戻
ろ
う
。
本
書
の
監
修

吉
田
忠
氏
は
あ
と
が
き
で

、
「
本
書
が
万
里

の
生
涯

・
思
想
に
い
く

ら
か
な
り
と
も
新
た
な
光
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
著
者
一

同
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な
い
喜
び
で
あ
る
」
と
謙
虚
に
記
し
て
い
る
。

本
書
全
体
を
見
渡
す
と
、
本
書
の
出
版
に
伴
い
、
吉
田
忠
氏
の
期
待

が
す
で
に
実
現
し
た
と
断
言
で
き
る
。 

 

※
吉
田
忠
（
監
修
・
著
）
、
田
尻
祐
一
郎
・
佐
藤
晃
洋
（
著
）
『
帆
足

万
里
』
、
大
分
県
先
哲

叢
書
、
大
分
県

教
育
委
員
会

、
二
〇
二
三

年
三
月 

（
中
国 

東
北
師
範
大
学
） 

 


